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機能の概要
新機能: イタリアの請求書要件 (バイヤー)

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

やや複雑

国固有

業務的購買/Ariba Network (Commerce Automation/電子請
求)

この機能は、通常の設定で「オン」になっています。

バイヤーは、サービスリクエストを提出して、Ariba Network で
自社の関連する付加価値税 (VAT) ID/税 ID を設定するよう
依頼する必要があります。

統合テストの実施が推奨されます。SAP Ariba では、統合テス
ト向けのベストプラクティスのタスク一覧を用意しています (別
のスライドを参照)。

(イタリアの関連するすべての法人の) バイヤーは SDI アカウント
を所有している必要があります。

Ariba CEE 担当者に連絡し、統合テストと本稼動アプローチの方
向性を決定します。 別のスライドをご参照ください。

イタリアでは電子請求書処理に伴う要件が導入されました。こ
の要件は、2019 年 1 月からすべての B2B 請求書に対して義
務付けられます。

バイヤーは、歳入庁が運用するポータル (Sistema di 
Interscambio) から電子請求書 (fatturaPA XML) を受信する必
要があります。

Ariba Network は、バイヤーに代わって SDI ポータルから
SAP Ariba 対応サプライヤと SAP Ariba 非対応サプライヤの
両方の請求書を受信する「中間体」として機能できます。

fatturaPA 請求書は cXML に変換されてバイヤーのインフラ
ストラクチャに送信されます。

cXML も fatturaPA も、必要に応じて Ariba の長期間アーカイ
ブシステムにアーカイブできます。

この機能を使用すると、すでに請求書処理を実装している既存
の SAP Ariba のお客様は、SDI ポータルと統合するための個
別の IT プロジェクトを立ち上げずに済みます。

バイヤーは SAP Ariba との既存の統合を活用し、元の
fatturaPA 請求書によって添付された税を含め、イタリアの請
求書情報を cXML の一部として受信することができます。

SDI に請求書を直接送信する外部 (SAP Ariba 非対応) サプラ
イヤは、Ariba Network のアカウントを所有している必要はあり
ません。
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概要
イタリアの電子請求書処理の変更および Ariba Network の範囲

コンテキスト
• イタリアの歳入庁は、2018 年 7 月 1 日 (不正行為の影響を受けやすい一部の産業) または 2019 年 1 月 1 日 (すべての産業) からすべての国内サプライヤに対して電子請

求書処理を義務付けます。
• 請求書は、国が規定する形式 (fatturaPA XML) で作成され、署名されてからイタリアの歳入庁が運営する中央ポータル (SDI、Sistema di Interscambio) に送信される必要が

あります。
• 請求書処理に関するイタリアの概念は、「事後監査プロセス」から、ラテンアメリカ諸国ではすでに知られている「オンライン認可」プロセスに変わります。

SAP Ariba のアプローチ
SAP Ariba でできること
 SAP Ariba バイヤーに代わって SDI ポータルからすべての請求書 (AN 以外のサプライヤ請求書を含む) を受信する中間体として機能します。
 Ariba Network サプライヤが法律に準拠して Ariba Network で請求書を作成できるようにします (優先度 2 – インバウンドリリース (2018 年 10 月に限定提供開始予定) に続

いて提供開始、2018 年 11 月に一般提供開始予定)。
• サービスは Commerce Automation パッケージの一部です。商業上の潜在的な影響については、SAP Ariba CEE にご連絡ください。
• バイヤーおよび SAP Ariba 間の追加の契約/オーダーシートは必要ありません。
• サプライヤには (追加の) 費用はかかりません。Ariba Network 以外のサプライヤが Ariba Network に登録する必要はありません。
• バックエンド/P2P ソリューションを使用してすでに請求書を有効化している既存の Ariba Network バイヤーが追加の実装を行う必要はありません。
• 統合テストの実施が推奨されます。

前提条件
• バイヤーは今後の請求書の受信方法について方針を定義する必要があります (SAP Ariba は、バイヤーの負担が少なくなるよう、この課題に対応できます)。
• サプライヤは、自社のすべての顧客の規定に従って「イタリアの請求書」を作成するという全体的な概念を持っている必要があります。SAP Ariba は「Ariba バイヤー」の請求

書作成をサポートできます。
• バイヤーは Ariba Network および「Commerce Automation」(ほかのパッケージの一部) との請求書統合を行っておく必要があります。
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イタリア: Ariba 非対応のサプライヤプロセス

Ariba Network に
fatturaPA XML を送信

fatturaPA XML の送信
(TW/Ariba 受信者

コードに基づく)

 fatturaPA XML
 サプライヤは登録済みの fatturaPA XML を

アーカイブする必要がある

 オプションサービス:
 fatturaPA
 cXML
 判読可能な PDF
 追加の添付ファイル

(該当する場合)

 以下を添付した cXML:
 fatturaPA
 判読可能な PDF
 追加の添付ファイル

(該当する場合)

PA XML → cXML

 fatturaPA
 VAT ID またはイタリ

アの税に基づき

Ariba がバイヤーを
特定

 fatturaPA から
cXML

 判読可能な PDF の
作成

Ariba Network

 fatturaPA
は却下不可

= タックス

インボイス

メッセージを承認

または却下

 SDI が fatturaPA XML を承認 = 
ここからタックスインボイスが登録される

 「単なる」却下は不可
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統合テスト (概要)

Ariba 
NetworkSDI

AN 非対応サ
プライヤ

バイヤーのバック
エンド (複数の

ERP システムなど)
TrustWeaver

SDI はエンドツーエンドのテスト機能を提供していません

(本稼動データでのみテスト可能)

推奨される統合テストのアプローチ:

1. fatturaPA テストデータ生成/バイヤーへのメール送信をサプライヤに依頼

2. バイヤーがテストデータを Ariba (サービス) に転送

3. AN を準備 (バイヤーの税 ID、ベンダアップロード、ビジネスルール変更)

4. Ariba サービスが fatturaPA テストデータを AN にアップロード

 サプライヤ - SDI - TW - AN の一般的なフローは

すでにテスト済み (本稼動データ) で、正常に動作します。

fatturaPA テストファイルのアップロード

(バイヤーテストアカウントに対して)
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設定およびテストタスク - ベストプラクティス


